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令和５年12月橋本市議会定例会会議録（第５号） 

令和５年12月７日（木） 

                                          

 議事日程第５号 

令和５年12月７日（木）  午前９時30分 開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 認定第１号 令和４年度橋本市一般会計決算の認定について 

日程第３ 認定第２号 令和４年度橋本市国民健康保険特別会計決算の認定について 

日程第４ 認定第３号 令和４年度橋本市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定につい

て 

日程第５ 認定第４号 令和４年度橋本市駐車場事業特別会計決算の認定について 

日程第６ 認定第５号 令和４年度橋本市墓園事業特別会計決算の認定について 

日程第７ 認定第６号 令和４年度橋本市農業集落排水事業特別会計決算の認定について 

日程第８ 認定第７号 令和４年度橋本市土地区画整理事業特別会計決算の認定について 

日程第９ 認定第８号 令和４年度橋本市介護保険特別会計決算の認定について 

日程第10 認定第９号 令和４年度橋本市後期高齢者医療特別会計決算の認定について 

日程第11 認定第10号 令和４年度橋本市工業団地造成事業特別会計決算の認定について 

日程第12 認定第11号 令和４年度橋本市水道事業会計決算の認定について 

日程第13 認定第12号 令和４年度橋本市下水道事業会計決算の認定について 

日程第14 認定第13号 令和４年度橋本市病院事業会計決算の認定について 

日程第15 承認第１号 専決処分事項の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて） 

日程第16 議案第10号 橋本市長等の市に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例につい

て 

日程第17 議案第11号 橋本市営自転車等駐輪場設置及び管理条例の一部を改正する条例につ

いて 

日程第18 議案第12号 橋本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第19 議案第13号 橋本市手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第20 議案第14号 橋本市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第21 議案第15号 橋本都市計画事業中心市街地第一地区土地区画整理事業の終了に伴う

関係条例の整理に関する条例について 

日程第22 議案第16号 橋本市特別会計条例の一部を改正する条例について 

日程第23 議案第17号 橋本市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について 

日程第24 議案第18号 橋本市火災予防条例の一部を改正する条例について 

日程第25 議案第19号 橋本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例等の一部を改正する条例について 

日程第26 議案第１号 令和５年度橋本市一般会計補正予算（第７号）について 
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日程第27 議案第２号 令和５年度橋本市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

日程第28 議案第３号 令和５年度橋本市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第29 議案第４号 令和５年度橋本市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第30 議案第５号 令和５年度橋本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て 

日程第31 議案第６号 令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて 

日程第32 議案第７号 令和５年度橋本市水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第33 議案第８号 令和５年度橋本市下水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第34 議案第９号 令和５年度橋本市病院事業会計補正予算（第３号）について 

日程第35 議案第20号 工事請負契約の締結について 

日程第36 議案第21号 物品購入契約（単価）の締結について 

日程第37 議案第22号 物品購入契約の締結について 

日程第38 議案第23号 工事請負変更契約の締結について 

日程第39 議案第24号 財産の譲与について 

日程第40 議案第25号 和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び和

歌山県市町村総合事務組合規約の変更について 

日程第41 議案第26号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第42 議案第27号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第43 議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第44 議案第29号 公の施設の指定管理者の指定について 

                                          

 会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 認定第１号 令和４年度橋本市一般会計決算の認定について から、日程第14 認

定第13号 令和４年度橋本市病院事業会計決算の認定について まで 

日程第15 承認第１号 専決処分事項の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて） 

日程第16 議案第10号 橋本市長等の市に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例につい

て 

日程第17 議案第11号 橋本市営自転車等駐輪場設置及び管理条例の一部を改正する条例につ

いて 

日程第18 議案第12号 橋本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第19 議案第13号 橋本市手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第20 議案第14号 橋本市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第21 議案第15号 橋本都市計画事業中心市街地第一地区土地区画整理事業の終了に伴う
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関係条例の整理に関する条例について 

日程第22 議案第16号 橋本市特別会計条例の一部を改正する条例について 

日程第23 議案第17号 橋本市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について 

日程第24 議案第18号 橋本市火災予防条例の一部を改正する条例について 

日程第25 議案第19号 橋本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例等の一部を改正する条例について 

日程第26 議案第１号 令和５年度橋本市一般会計補正予算（第７号）について 

日程第27 議案第２号 令和５年度橋本市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

日程第28 議案第３号 令和５年度橋本市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第29 議案第４号 令和５年度橋本市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第30 議案第５号 令和５年度橋本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て 

日程第31 議案第６号 令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて 

日程第32 議案第７号 令和５年度橋本市水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第33 議案第８号 令和５年度橋本市下水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第34 議案第９号 令和５年度橋本市病院事業会計補正予算（第３号）について 

日程第35 議案第20号 工事請負契約の締結について 

日程第36 議案第21号 物品購入契約（単価）の締結について 

日程第37 議案第22号 物品購入契約の締結について 

日程第38 議案第23号 工事請負変更契約の締結について 

日程第39 議案第24号 財産の譲与について 

日程第40 議案第25号 和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び和

歌山県市町村総合事務組合規約の変更について 

日程第41 議案第26号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第42 議案第27号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第43 議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第44 議案第29号 公の施設の指定管理者の指定について 

                                          

議員定数１８名 

出席議員１８名 

     １番 森 下 伸 吾 君    ２番 板 橋 真 弓 君 

     ３番 岡 本 喜 好 君    ４番 梅 本 知 江 君 

     ５番 阪 本 久 代 君    ６番 髙 本 勝 次 君 

     ７番 岡   弘 悟 君    ８番 田 中 博 晃 君 

     ９番 堀 内 和 久 君    10番 垣 内 憲 一 君 

     11番 岡 本 安 弘 君    12番 小 林   弘 君 



－184－ 

     13番 田 中 和 仁 君    14番 南 出 昌 彦 君 

     15番 辻 本   勉 君    16番 土 井 裕美子 君 

     17番 石 橋 英 和 君    18番 中 本 正 人 君 

                                           

説明員職氏名 

   市 長 平 木 哲 朗 君  副 市 長 小 原 秀 紀 君 

   教 育 長 今 田   実 君  病院事業管理者 古 川 健 一 君 

   総 合 政 策 部 長 土 井 加奈子 君  総 務 部 長 井 上 稔 章 君 

   経 済 推 進 部 長 北 岡 慶 久 君  健 康 福 祉 部 長 久 保 雅 裕 君 

   農業委員会事務局長 

   危 機 管 理 監 廣 畑   浩 君  建 設 部 長 西 前 克 彦 君 

   会 計 管 理 者 大 岡 久 子 君  上 下 水 道 部 長 堤     健 君 

   教 育 部 長 堀 畑 明 秀 君  消 防 長 永 井 智 之 君 

   病 院 事 務 局 長 池之内 正 行 君  選挙管理委員会事務局長 藤 岡 栄 次 君 

   監査委員事務局長 櫻 井 康 雄 君  財 政 課 長 三 浦 康 広 君 

   政 策 企 画 課 長 中 岡 勝 則 君 

                                           

職務のために出席した者の職氏名 

   議 会 事 務 局 長 福 井 直 記    議会事務局次長 笹 山   奨 

   議 事 調 査 係 長 長谷川 裕 子 

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（森下伸吾君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員は18人で全員であります。 

                     

○議長（森下伸吾君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。 

 今回、提出された請願は、お手元に配付の

請願文書表のとおり２件であります。これを

会議規則第141条の規定により、請願第２号 

学校給食費の無償化の継続実施を求める請願 

については文教厚生建設委員会に、請願第３

号 パンデミック条約締結及び国際保健規則

改正に係る情報開示を求める請願 について

は総務経済委員会にそれぞれ付託いたします。 

 また、今定例会に提出されました議案第10

号 橋本市長等の市に対する損害賠償責任の

一部免責に関する条例について は、地方自

治法第243条の２第２項の規定により、議長に

おいて監査委員に意見を求めましたところ、

令和５年12月４日付で回答がありましたので、

その写しを配付しております。 

 以上で報告を終わります。 

                     

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（森下伸吾君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、７番 岡君、

12番 小林君の２人を指名いたします。 

                     

日程第２ 認定第１号 令和４年度橋本市一

般会計決算の認定について から、日程第14 
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認定第13号 令和４年度橋本市病院事業会計

決算の認定について までの13件 

○議長（森下伸吾君）日程第２ 認定第１号 

令和４年度橋本市一般会計決算の認定の認定

について から、日程第14 認定第13号 令

和４年度橋本市病院事業会計決算の認定につ

いて までの13件を一括議題といたします。 

 ただ今議題となりました令和４年度各会計

決算の認定につきましては、去る９月定例会

において設置されました令和４年度決算審査

特別委員会の閉会中の継続審査に付していた

ものであります。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 令和４年度決算審査特別委員会委員長、３

番 岡本君。 

〔３番（岡本喜好君）登壇〕 

○３番（岡本喜好君）おはようございます。 

 それでは、委員長報告のほうをさせていた

だきます。 

 去る９月14日の本会議において本委員会に

付託され継続審査となった認定第１号から認

定第13号までの令和４年度各会計決算の認定

13件の審査結果について報告いたします。 

 ９月定例会閉会後の去る10月16日、17日、

18日に委員会を開催し、慎重審査を行いまし

た。 

 審査結果については次のとおりです。 

 まず、認定第１号と認定第２号については、

いずれも賛成討論と反対討論がそれぞれ１人

ずつあり、賛成多数で原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 次に、認定第３号から認定第８号までは、

いずれも全会一致で原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

 次に、認定第９号については、賛成討論と

反対討論がそれぞれ１人ずつあり、賛成多数

で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第10号については、全会一致で

原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第11号については、賛成討論と

反対討論がそれぞれ１人ずつあり、賛成多数

で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第12号と認定第13号については、

いずれも全会一致で原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

 以上で本委員会の審査結果報告を終わりま

すが、詳細については委員会記録をご高覧く

ださいますようお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 これより認定第１号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ６番 髙本君。 

〔６番（髙本勝次君）登壇〕 

○６番（髙本勝次君）皆さん、おはようござ

います。 

 それでは早速、橋本市一般会計決算の認定

に反対の立場で討論をさせていただきます。 

 令和４年度はまだコロナ禍が続いていまし

た。一般財源とともに国の臨時交付金なども

活用して、市民生活に関わる事業も進められ

てきました。特に、新たに18歳までの医療費

が子ども医療費扶助事業として助成されるよ

うになり、さらに、通学路で危険だと言われ

てきたブロック塀等の耐震対策事業の補助金

制度ができました。農業事業者への支援の助

成も進められ、非課税世帯への５万円の給付

金支給も実施されてきました。 

 しかしながら、高齢者への施策や若者定住

に向けた施策などはまだ道半ばとなっている

と思います。とりわけ学校給食費の無償化は、

ずっと以前から子育て世帯から強い要望があ
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ります。国や県への要望、働きかけが行われ

ておりますが、実施されるまでに至っており

ません。伊都・橋本地域においては、高野町

が2013年から無償化を実施、かつらぎ町は昨

年2022年から無償化を実施しております。新

しいところでいいますと、九度山町が国の臨

時交付金を活用して、今年７月から来年３月

までの無償化を実施しております。学校給食

費の無償化は、全国的にも大きく今広がって

いるところです。 

 さらに申し上げると、一般家庭の可燃ごみ

収集についても、夏場の期間だけでも週２回

収集できないかという、これは本当に市民か

らの毎年聞く要望であります。特に他市から

引っ越してこられた市民が、ごみの収集が週

１回と聞いて驚いている声をよく聞きます。

さらにまた若い人たちからは臭いのことや、

虫が湧きやすい夏場だけでも何とか週２回収

集してほしいものだという声が広がっており

ます。 

 そしてまた高齢者の皆さんからは、特に交

通が不便、お出かけや買物、通院など、本当

に困っています。高齢者にも優しいまちづく

りを進めてほしい、こんな声も年中聞いてお

ります。 

 限られた財源での市政運営でありますが、

若者や高齢者からそれぞれ今求められている

優先してほしい施策を聞き取り、市民の理解

を求め、一つ一つ前に進めていくことだと常

に思います。 

 そのことを訴えながら今後の一般会計施策

の見直しを求めて、橋本市一般会計決算の認

定に反対討論といたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

 ９番 堀内君。 

〔９番（堀内和久君）登壇〕 

○９番（堀内和久君）私は決算に賛成の立場

で討論いたします。 

 いろいろ課題もあろうかと思います。今、

反対討論であったように、ごみの週１化、こ

れもちゃんと財源の確保等で別に使われてい

る中学校・高校医療であったり、いろいろあ

ると思います。提案することも分かります。

しかしながら、道半ばで発展する準備をして

くれている当局に対しては、本予算というの

は適正に使われているというふうに思います。

まだまだ道半ばという言葉が引っかかるとこ

ろもあるんですけれども、この決算に関して

は次飛躍するために一つしゃがんだような、

そんなふうなイメージを僕は持ってございま

す。使われているお金に関しては適切に処理

できていると。 

 ただ、課題の部分でいうと農業部門であっ

たり、決算で正直に主要施策報告書をご覧の

とおり、今後間違いなく次の予算に反映でき

るものと判断できましたので、この決算には

賛成できるものというふうに承知しておりま

す。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより認定第１号 令和４年度橋本市一

般会計決算の認定について を採決いたしま

す。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（森下伸吾君）起立多数であります。 

 よって、認定第１号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 
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 次に、認定第２号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

〔５番（阪本久代君）登壇〕 

○５番（阪本久代君）おはようございます。 

 令和４年度橋本市国民健康保険特別会計決

算の認定に反対の立場で討論を行います。 

 国民健康保険は国民皆保険を支える大事な

制度です。しかし、保険税軽減措置を受けて

いるのが5,893世帯、9,351人と年度平均被保

険者が１万4,293人ですから、被保険者の６割

以上が低所得者です。その中で、一人当たり

税額は前年度より約2,700円増えて８万9,264

円、１世帯当たり税額は約3,000円増えて14

万1,982円となりました。今後も負担増は続い

ていきます。負担は増えましたが、収納率は

0.04％増えて96.49％と市民は努力していま

す。 

 一方、令和５年９月末現在の資格証明書の

数ですが、47世帯に交付しているということ

です。国保税を納めることができないのに、

医療を受けようとすると窓口で全額を払わな

いといけません。結局、諦めざるを得なくな

り、社会保障の役割を果たしていません。 

 市民を苦しめた決算となっていますので、

国民健康保険特別会計決算の認定に反対しま

す。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

 16番 土井君。 

〔16番（土井裕美子君）登壇〕 

○16番（土井裕美子君）おはようございます。 

 認定第２号 令和４年度国民健康保険特別

会計決算の認定に賛成の立場から討論をさせ

ていただきます。 

 年々保険料が高くなっているのは事実であ

ります。けれども、令和９年度に和歌山県下

統一の保険料に導入されるということで、本

市におきましては激変緩和措置ということで、

基金を取り崩しながらも保険料の調整を行っ

ていただいております。少しでも市民の負担

を減らすよう大変努力をしていただいている

ところでございますので、また昨今の少子高

齢化の中、今後は私たち自身がもっと医療費

の削減に努めていくことも必要であるという

ふうに感じておる次第でございます。 

 この制度は国民の命を守り、安心して医療

を受けるためにはなくてはならない制度であ

りまして、何としてでも維持していかなけれ

ばならない制度であります。 

 よって、本会計におきましては適正に執行

されておりますので、それをもって賛成とさ

せていただきます。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより認定第２号 令和４年度橋本市国

民健康保険特別会計決算の認定について を

採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（森下伸吾君）起立多数であります。 

 よって、認定第２号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 

 次に、認定第３号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第３号 令和４年度橋本市住

宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定に

ついて を採決いたします。 
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 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第４号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第４号 令和４年度橋本市駐

車場事業特別会計決算の認定について を採

決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第５号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第５号 令和４年度橋本市墓

園事業特別会計決算の認定について を採決

いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第６号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第６号 令和４年度橋本市農

業集落排水事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第７号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第７号 令和４年度橋本市土

地区画整理事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第８号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第８号 令和４年度橋本市介

護保険特別会計決算の認定について を採決

いたします。 

 本決算は委員長報告のとおり決することに
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ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第９号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

〔５番（阪本久代君）登壇〕 

○５番（阪本久代君）認定第９号 令和４年

度橋本市後期高齢者医療特別会計決算の認定

に反対の立場で討論を行います。 

 普通徴収の収納率は、令和２年度99.32％、

令和３年度99.10％、令和４年度98.68％と

年々下がってきています。国民健康保険税な

どの収納率が上がってきている中で、下がっ

てきているというのは後期高齢者の生活が厳

しくなってきているということではないでし

ょうか。さらに、所得によって窓口負担が１

割から２割の２倍になった人もいます。 

 市民を苦しめた決算となっていますので、

後期高齢者医療特別会計決算の認定に反対し

ます。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

 ８番 田中君。 

〔８番（田中博晃君）登壇〕 

○８番（田中博晃君）私は賛成の立場で討論

をさせていただきます。 

 反対議員がおっしゃったことって、すごい

よく分かります。今の社会状況でお金も厳し

い、医療費も上がってくる、そこは理解でき

るんですけれども、やはりそもそもこの制度

自体が国の制度であるということ。そして、

橋本市としてそのお金を適正に使われている

かどうかを判断するのが決算である。 

 そういう観点から、賛成とさせていただき

ます。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより認定第９号 令和４年度橋本市後

期高齢者医療特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（森下伸吾君）起立多数であります。 

 よって、認定第９号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 

 次に、認定第10号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第10号 令和４年度橋本市工

業団地造成事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第11号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ６番 髙本君。 

〔６番（髙本勝次君）登壇〕 

○６番（髙本勝次君）それでは、認定第11号 

令和４年度橋本市水道事業会計決算の認定に

反対の立場で討論をさせていただきます。 

 本市の水道料金は、令和２年４月からの値
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上げ以降、和歌山県下で見ても高くなってい

ます。特に他市から引っ越してこられた市民

は、何でこんな高い水道料金なのかとよく聞

いております。生活状況を見ても、例えば国

保税の軽減措置をされている方は約７割いま

す。水道水は命の水であります。節水にも限

度があるかと思います。企業会計であり受益

者負担と言われても、暮らしに直結しており

ますので、これまで他市では、一定期間減免

した自治体が紀北地域でも本当に数多くあり

ます。高い水道料金から市民生活を守る立場

で、今後の水道事業会計の見直しをどうして

も求めていきたいと思います。 

 そういう意味で、橋本市水道事業会計決算

の認定に反対の立場で討論させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

 ９番 堀内君。 

〔９番（堀内和久君）登壇〕 

○９番（堀内和久君）私は賛成の立場で討論

させていただきます。 

 橋本市の水道が高いのは前から知っていま

す。これから価格高騰いろいろあると思うん

ですけど、和歌山県全体、近畿全体が上がっ

てくる可能性もあると思います。しかしなが

ら、橋本市の水道は高いのは知っています。 

 しかし、水道が高いからと言って市の値打

ちが下がるわけでもなく、みんなで支え合い、

安心安全な水を供給するということがまず一

番であります。それ以上の行政サービスが橋

本市にはあると確信しております。水道の職

員は本当に少ない人力の中でよくやっていま

す。したがいまして、予算は適正に使われて

おります。 

 以上の理由で賛成討論とさせていただきま

す。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより認定第11号 令和４年度橋本市水

道事業会計決算の認定について を採決いた

します。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（森下伸吾君）起立多数であります。 

 よって、認定第11号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 

 次に、認定第12号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第12号 令和４年度橋本市下

水道事業会計決算の認定について を採決い

たします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第13号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより認定第13号 令和４年度橋本市病

院事業会計決算の認定について を採決いた

します。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委
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員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本決算は委員長報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

                     

日程第15 承認第１号 専決処分事項の承

認について（和解及び損害賠償

の額を定めることについて） 

○議長（森下伸吾君）日程第15 承認第１号 

専決処分事項の承認について（和解及び損害

賠償の額を定めることについて） を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）確認しておきたいんで

すけれども、こういう樹木の伐採等々を行う

場合というのは前後に警備員をつけて、道路、

車線規制を行うというのが一般的なのかなと

いうふうに考えておるんですけれども、この

ときはどういう感じだったかというのは分か

りますでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）この事象の内容は、

片側１車線の高野口町名倉地内の道路ですけ

ど、片側１車線を市職員により竹の伐採作業

をしておって、その際は交通規制も市の職員

でやっておったんですが、対向車線から来る

車に誤って竹の木が当たってしまって、ボン

ネットの上に当たって損傷させたという事情

でございます。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）多分、それは分かるね

んけど、要は車を止めているやん。何で入っ

てきたんかなって。車線規制、木を切るんや

から、例えば長いもの、竹が倒れるのであれ

ば、そのときだけでも両方止めて落とす、も

しくは長過ぎるんやったら短く切って落とす。

それが普通なのかなというふうに考えておる

んですけれども、そういった配慮はされてい

なかったということですか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）車線規制は片側の

みを行って、片側は交互通行するというよう

な形で行っておったものでございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）補足答弁を欲しいんで

すけど、要は長い竹やのに片側通れるように

してしまって、長い竹がここまで落ちるであ

ろうというところの配慮がしてなかったとい

うことなんでしょうという話やと思うんです。

どうですか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）全面通行止めをし

て作業をしておれば、こういうふうな事象が

なかったんですけど、人的なミスによって誤

って竹を車に当ててしまったということで、

今後、注意して作業を行いたいと考えており

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）私、聞くつもりはなか

ったんですけど、そこまでいくんやったらも

う一個ついでに聞くんですけどね。怖いのは

歩道で人がおったりとか、竹のササが来てフ

ロントガラスが見えなくなって、ごめんなさ

いね、誤解を恐れず言うんやったら、車が傷

ついたらお金で、すいませんで許してくれる

けど、目隠しされた状態で横へバンといった

り、学校も近くにあるし、公園も近くにある

し、配慮というのはそこまでしとかんと、誰

かをはねてしまったとか、物品の弁償では済

まんことになるんで、今後、気をつけてくれ

ると思うんで、そこらはちょっと分かっとい
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てほしいと思うんで、了解していただきたい

と思います。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）今後、このような

作業のときには十分車両に注意して、また歩

行者にも注意して作業を行い、維持管理に努

めてまいります。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第１号に

ついては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより承認第１号 専決処分事項の承認

について（和解及び損害賠償の額を定めるこ

とについて） を採決いたします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本件は承認することに決しました。 

                     

日程第16 議案第10号 橋本市長等の市に

対する損害賠償責任の一部免責

に関する条例について 

○議長（森下伸吾君）日程第16 議案第10号 

橋本市長等の市に対する損害賠償責任の一部

免責に関する条例について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第10号に

ついては、総務経済委員会に付託いたします。 

                     

日程第17 議案第11号 橋本市営自転車等

駐輪場設置及び管理条例の一部

を改正する条例について 

○議長（森下伸吾君）日程第17 議案第11号 

橋本市営自転車等駐輪場設置及び管理条例の

一部を改正する条例について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）付託なんであまり詳し

くは委員会でやってもらったらええんやけど、

この内容からしたら、これは将来なくなる、

ただにしてなくなるみたいに中身を読んでい

ったら読み取れるんやけれども、そういう解

釈でいいんですか。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）林間田園都市駅駐

輪場は、人口減少とか南海電車のダイヤ改正

等の影響により年々利用者が減少してきまし

た。また、最低賃金の上昇等により今後の指

定管理料の増加も見込まれることから、令和

６年度から無料駐輪場として移行するため、

条例の改正を行うものでございます。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）付託と違った。申し訳

ない。ということは、今後無料になるという

ことは、耐用年数等々の問題も出てきて、そ
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の先には閉鎖等も考えていかなならん時期が

来るのかなと、今たちまちではなくても。そ

ういったところはもう今考えておるんかな。

どうやろ。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）現在のところ、閉

鎖は考えておりません。今回の駐輪場を無料

にすることに伴いまして、防犯カメラの設置

であるとか、一部補修等も考えております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）無料になるのはいいこ

とやなと思っているんですけど、今も少し言

われたけれど、前々からここは建物になって

いて防犯上のことがあるので、人を置かない

といけないんだというふうな説明があったと

思うんですけども、結局、無人の駐輪場にな

った場合に、今防犯カメラの設置ということ

はおっしゃられましたけれども、それ以外に

も防犯上の対策というのはどのように考えて

おられるんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）本年度の予算にお

きまして、防犯カメラを６台設置する予定で

現在準備を進めております。併せて照明の自

動感知器も整備し、安全に利用できるように

努めてまいりますのと、他の駐輪場と同じよ

うに日常の維持管理といいますか、週に５回

程度、委託業者に維持管理をしていただくと

いうような形で駐輪場を管理してまいりたい

と考えております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第11号 橋本市営自転車等駐

輪場設置及び管理条例の一部を改正する条例

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第18 議案第12号 橋本市国民健康保

険税条例の一部を改正する条例

について 

○議長（森下伸吾君）日程第18 議案第12号 

橋本市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第12号に

ついては、文教厚生建設委員会に付託いたし

ます。 

                     

 日程第19 議案第13号 橋本市手数料条例

の一部を改正する条例について 

○議長（森下伸吾君）日程第19 議案第13号 
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橋本市手数料条例の一部を改正する条例につ

いて を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、総務経済委員会に付託いたします。 

                     

 日程第20 議案第14号 橋本市水道事業及

び下水道事業の設置等に関する

条例の一部を改正する条例につ

いて 

○議長（森下伸吾君）日程第20 議案第14号 

橋本市水道事業及び下水道事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例について を

議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第14号 橋本市水道事業及び

下水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第21 議案第15号 橋本都市計画事業

中心市街地第一地区土地区画整

理事業の終了に伴う関係条例の

整理に関する条例について 

○議長（森下伸吾君）日程第21 議案第15号 

橋本都市計画事業中心市街地第一地区土地区

画整理事業の終了に伴う関係条例の整理に関

する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第15号に

ついては、文教厚生建設委員会に付託いたし

ます。 

                     

 日程第22 議案第16号 橋本市特別会計条

例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（森下伸吾君）日程第22 議案第16号 

橋本市特別会計条例の一部を改正する条例に

ついて を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第16号に
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ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第16号 橋本市特別会計条例

の一部を改正する条例について を採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第23 議案第17号 橋本市営住宅設置

及び管理条例の一部を改正する

条例について 

○議長（森下伸吾君）日程第23 議案第17号 

橋本市営住宅設置及び管理条例の一部を改正

する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第17号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第17号 橋本市営住宅設置及

び管理条例の一部を改正する条例について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第24 議案第18号 橋本市火災予防条

例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（森下伸吾君）日程第24 議案第18号 

橋本市火災予防条例の一部を改正する条例に

ついて を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ちょっとだけ。条例の

ビフォー・アフターなんですけども、11条の

最初の上のほう、変電設備のところの３の２、

建築物等の部分の間に、換気、点検及び整備

に支障のない距離を保つこと。支障のない距

離の定義についてなんですけども、キュービ

クル式といったら割と大きな箱物で、大きな

電気が出入りするところでコントロールする

んで、何かあったとき、当然、前回の議会で

もこういう似たような急速充電器に係る関連

のやつで、大きなブレーカーというか、何か

あったときにパチンと落ちてくれたり、コン
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トロールできるところがあるんでという話な

んですけど、技術の発展もいろいろあって、

キュービクル式じゃなくてもいける、20kW以

上のものでもいける、こういうふうに時代の

流れが来とる中で、建築物の安心安全を保つ

距離という定義が、だいたい早い話が、消防

長にこの距離というのを聞くのもおかしいん

ですけど、設計士、電気工事士じゃないんで

ね。だからこそ、何ｍ程度置いておくという

数字を明記したほうがよいのではないかとい

う話なんです。その点についていかがですか。 

○議長（森下伸吾君）消防長。 

○消防長（永井智之君）議員の質問にお答え

します。 

 離隔距離についてですけれども、点検の距

離につきましては、前面または操作面を１ｍ

以上、点検面は0.6ｍ以上、換気面は0.2ｍ以

上が必要とされており、これは消防庁通知に

準じてキュービクル式充電設備の基準に基づ

くもので、それに準じて指導しております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）間違いのない答えをあ

りがとうございます。ということは、こうい

う数字を明記しておいたほうが分かりやすい

んかなって。ここからここまでは何ｍ、何ｍ

って書いといたほうが分かりやすくていいの

かなとは思うんですけど、今やったらしっか

りした消防長なんで、この距離についてと言

ったらぱっと答えれる方がたまたまいらっし

ゃるからいいですけど、こういう距離という

のは火災とかいろいろ関連してきたときには

結構奥深い条例ですので、この距離とはと聞

くやつは僕ぐらいしかおらんのかもしれんの

ですけど、何かあったときとか、今後、電気

自動車とか急速充電器とか、いろんなところ

でいろんなことが時代の流れに乗ってきたと

きに、常識的である形というのが一つのスタ

ートラインなんかなと思うんで、答弁しにく

いとは思うんですけど、数字の明記というの

はあったほうがいいのかなとか思ったので質

問をさせていただきました。今後、いろいろ

馬力が上がってきたら、また条例改正は近々

来ると思うんで、そのときはまた数字の明記

というのもご検討いただくということを後世

に伝えていっていただけたらと思います。答

弁あれば、お願いします。 

○議長（森下伸吾君）消防長。 

○消防長（永井智之君）時代の流れとともに、

その状況に応じてまた検討したいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第18号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第18号 橋本市火災予防条例

の一部を改正する条例について を採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第25 議案第19号 橋本市特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める

条例等の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（森下伸吾君）日程第25 議案第19号 

橋本市特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例等の

一部を改正する条例について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第19号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第19号 橋本市特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例等の一部を改正する条例

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第26 議案第１号 令和５年度橋本市

一般会計補正予算（第７号）に

ついて 

○議長（森下伸吾君）日程第26 議案第１号 

令和５年度橋本市一般会計補正予算（第７号）

について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により、歳出から款

別に行います。 

 補正予算説明書の令和５年度橋本市一般会

計補正予算（第７号）の15ページをお開きく

ださい。 

 まず、１款議会費、２款総務費、15ページ

から20ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、１款、

２款を終わります。 

 次に、３款民生費、４款衛生費、19ページ

から30ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、３款、

４款を終わります。 

 次に、６款農林水産事業費、７款商工費、

29ページから34ページまで、質疑ありません

か。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）32ページ、ふるさと便

の5,800万円なんですけれども、商業のほう、

どっちかといったら市民の浸透もあまりよく

なくて伸びが悪いな、もうちょっとＰＲして

ほしいなと思うところもあるんですけれども、

逆にふるさと便はどんどん伸びていっている

と。これって予算、補正を組んでいく中で青

天井になってしまうんと違うかなと、正直言
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うて。市内の方がどんどん送ってくれるって

ええことなんやけれども、逆にどんどん予算

が上がっていく、補正を組まんなん可能性も

あるんやけれども、その辺りはどのようにお

考えでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、橋本ふ

るさと便の商工版のことについてのおただし

もありましたので、少しそこの現状と課題に

ついてもお話しさせていただきます。 

 まず商工版については、30万円を上限とし

て100社を想定して予算を計上させていただ

いています。そんな中ですが、11月末時点で

は事業者数が33社で、想定の３分の１という

ことになっています。そのうち補助金の請求

を頂いているのは20社で、金額は130万円程度

ということで、執行率は4.3％にとどまってい

ます。これから請求等が来るということも考

えられるんですが、33社にとどまっていると

いうことについては課題があるという中で、

橋本ふるさと便やインターネット販売では、

農家の人が積極的にサイト等を活用するとい

うことが考えられますし、またそういったサ

イトも充実しています。ただし、商工版につ

いては、そういったサイトが本当に多数あり

過ぎて絞ることができないし、自社において

ホームページ等を改修しなければならないと

いう点で、なかなか伸びていってないんじゃ

ないかなというふうなことを思っています。

当初予算を要求していく中で、そういったホ

ームページ等を改修することも含めた予算計

上をしたいというふうに原課では考えていま

す。 

 あわせて、農業版のふるさと便についてで

すが、確かに上限額が設定されていない中で、

本当に全額を補正するというような形を取ら

せていただいています。もともとの仕組みと

して市民みんなで農家の方を支援しようとい

うことで、コロナ禍においてスタートしたと

ころです。私たち経済推進部農林振興課とし

ては、農家の人たちのふるさと便を活用して

何とか盛り上げていこうというような機運が

非常に現在高まっているというふうに思って

います。行政として、財政的なことも含めて

本当に課題も多い中ですが、私たちとしては

若い世代の農家の方が市内の農家を引っ張っ

ていくというそういったところにつながるよ

うに、施設整備であるとか、もっと効率的に

作業ができるような加工場やそういったもの

を、先進的につくっていこうというような農

家の方が一人でも増えるというようなことも

含めて、期待をして考えていきたいなと思っ

ています。 

 制度の見直しについては当然必要だと思っ

ていますが、私たち経済推進部としては、い

ましばらく農家の人をしっかりと支えたいと

いうそういう思いで、議員の皆さん方にもご

理解いただければというふうに思っています。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）商業版のほうは、僕は

ＰＲ不足なんかなと。もうちょっと浸透をし

たら、それなりに動くと思っています。農業

版も結構ＰＲをされてきてたんで。ただ、予

算、補正という部分でいうたらどうしても青

天井になっていくことで、橋本市の予算的に

大丈夫なんかなって言い方はおかしいですけ

れども、これって来年も再来年もって続いて

いくとなったら、そこそこの金額が動く事業

になってくると思うんですけれども、そうい

ったところをきっちりと担当課もしくは財政

のほうで精査されているのかが気になってい

るんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）ご質問にお答えし

ます。 

 まず本年度補正におきましては、年度途中
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の要綱の変更なりというところは混乱を招く

ということで、今回補正ということをさせて

いただきました。ただ、今後につきましては、

ふるさと便の財源というのが、先日から９番

議員の質問もあったようにですけども、ふる

さと納税を財源としております。これという

のは全て産業振興に使うべきかというところ

の議論もございますので、今後、担当課と協

議をしまして、適切な形で予算づけできたら

なというふうなことを今考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 15番 辻本君。 

○15番（辻本 勉君）今のところなんですけ

れども、結構金額的に上がってきていまして、

農家に聞いたらありがたいというか、これか

らも続けてよという意見がものすごく多いん

ですけれども、実際これをやることによって

農家の収益というかな、収入が増えなかった

ら、何にもやっている値打ちがないと思うん

ですよ。そやから、これをかなりの金額のお

金を使いながら農家の収益がどれぐらい上が

ってきとるんかね。そうでないと、送られる

方は、一般市民の方は喜ぶ部分があるんです

けども、本来の趣旨からいうたら農家を支援

していく、農業振興という形になってくるん

でね。農家の収益が上がってこんことには農

業の発展もないんで、その辺の数字的な問題

というのは把握してはるんかな。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）確かに議員お

ただしのとおりで、いくら農家を支援すると

しても、実際、農家の収益がどれだけ上がっ

たのかというところをきっちりとつかむ必要

があるというふうに思います。資材や肥料が

非常に高騰している中で、農家の皆さん方は

非常に大変な中で苦労されながら農業に取り

組まれているというふうに思っています。ふ

るさと便を活用している事業所には、これま

でアンケートを取らせてもらって、反応であ

るとか、収益も含めてお聞きしているんです

が、なかなかいくら上がったというところま

ではつかめていない状況です。今年度、きっ

ちりとその辺りについてもより詳細に農家の

方から情報を頂けるように取り組んでいきた

いと思いますので、ご理解いただきたいと思

います。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 13番 田中君。 

○13番（田中和仁君）質問させてください。

同じくふるさと便のところです。ものづくり

をしている立場からの質問になると思うんで

すけど、反対という意味ではないんです。例

えば、2,000円の果物を1,500円の送料で3,500

円かかるところが2,000円でいけると。消費が

上がる。これは分かるんですけども、永久に

してくださるんでしたら買うほうもそういう

気持ちになるんですけども、ブランド化とい

うのは何かと考えたときに、消費者は助かる

んですけど、生産者って3,500円で売ったほう

がええんと違うかなと思うんですよ。それで

いて助けていただいたら、非常に収益が上が

っていくのかなと思うわけですね。 

 もう一つ心配は、僕、これ、永久にしてく

ださるんだったら、橋本市の果物が安く買え

るよというイメージづけというのが永久にな

されていくんかなと思うんですけども、ブラ

ンドと逆行しているかもしれませんけども、

逆に安いよというメリットを出せるんかなと

思ったりはするんですけどね。例えば現在は

コロナ禍で、いろんな作業もしにくかった、

体調も崩した、消費も冷え込んだ、今助けて

ほしい、こういう制度があって助かったよと

いうのは分かるんですよ。だけど、これを半

永久的にやっていったときに、そろそろ終わ

ろうかと。そしたら急に値上がりするわけで
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すよね、消費者から見たら。そのときに非常

にギャップが生まれて急に売れなくなる状況

が、収益が悪化する状況が発生するんかなと

思うんですよ。ふるさと便に対する市の見通

し、ずっとやっていくんかなというところが

気になって質問させていただきたいんです。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、農家が

どんなふうにして収益を上げるかというとこ

ろについて、やっちょん広場で実際どんなふ

うに販売されているのかということを確認さ

せていただくと、通常2,000円で農家の人が販

売している柿について、例えば九度山町やか

つらぎ町の方よりも高い金額で値札をつけら

れていました。というのは、送料が行政で負

担されるということで、高いものを買っても

送料が無料であるんだったらこっちのほうが

得だというようなことで、その分が通常、農

家の方が販売するよりも上乗せした分が個々

農家の収益の一部になって上がってきている

という認識でおります。 

 そんな中で、この制度がいつまで続くかと

いうことについては、私たち農林振興課とし

てはしっかりと先ほども答弁させていただき

ましたが、もう少し先にその見直しを図って

もらいたいという思いは変わらずなんですが、

ただ、農家の方には今回ふるさと便を活用し

て市内外に送るときに、例えば宅急便等の打

ち出し伝票ですね、そういったことが非常に

煩雑になっていたのが、このふるさと便等を

活用することによって簡単にできるんだなと

いうようなイメージを持たれている農家が非

常に増えてきています。私たちとしては、送

料も負担できるという制度であるふるさと納

税の登録に、農家の人をやっぱり誘導してい

くということが非常に大事だというふうに思

っています。 

 ふるさと納税の制度についても、いつまで

続くのかということはまた別のことにはなろ

うかと思うんですが、そういったことでご理

解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）いいことなんで、別に

もう言わんとこうかなと思ったんですけど。

一点気になるというか、こういう方法もある

んかなと思うんですけど、ふるさと便の活用

に関して周知も、知っている人もおれば知ら

ない人もおる中で、使う人は使うやろし。こ

れ、例えばの話ですけど、僕もほかの議員も

ずっと一般質問をさせてもらって、部長にも

何回も言いましたけど、例えば売れないＢ級

品ばかりを集めたサイトで、例えば農産物の

サイトをつくるでしょう。立ち上げるでしょ

う、市で。立ち上げてと言うても全然立ち上

がらないけど、別にかまへんのやけど。立ち

上げるとするでしょう。そこの送料を無料に

したったら、みんな平等に使えるし。農家の

人からしたら、いいものは普通に流通に流せ

ばいいし、売れないＢ級品を格安で、しかも

送料無料で買えるというシステムをつくって

あげるほうが、農家の人にとっても買う側に

とってもプラスになるんと違うかなという提

案は15年ぐらい前からしているんやけど。せ

っかくふるさと便があるんやったら、そうい

うシステムを立ち上げたらええんと違うかな

と思いつつ15年たっているということをここ

で言いたかっただけです。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）答弁よろしいですか。 

 経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただし

のことについては、行政としてサイトは設け

てないですが、民間事業所がやっているよう

なサイトではきっちりとそこは対応していた

だいて、農家の方についても送料を負担でき
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るということで、これまで処分していたよう

なＢ級品等についてもしっかりとお金に換え

ていくということで意識が変わってきている

というふうに思っています。議員おただしの

件については、将来の課題ということでお聞

きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）基本的には気持ちよく

賛成するものなんです。未来の話ですね。来

年、再来年ぐらいになると、また当初予算の

ときにけんけんがくがくするのは嫌なんで、

先にこういう方向性というのは決めといてほ

しいと。財源にやっぱり限りがあると。ふる

さと納税を頑張って稼いでくれとる担当課も

経済部。ふるさと便で頑張っとるのも経済部。

農家が喜んでいるのも事実。私も使わせても

らったことがあるんで、いいと思います。 

 ただ、前、３番議員の質疑等の費用対効果

の部分と、財源がいつまで続くかということ

を急にストップするんではなくて、そこで混

乱が生じたら一番つらいんで、この補正はす

ばらしいものだと思うんですけども、次の当

初に向けてルールづくりというのは、基本的

に年末年始ぐらいである一定のぼやけた形で

もいいんでやっといてもらわんと、ふるさと

納税が減ってきたから終わります、例えば市

長が止めたと言われるのもけったくそ悪いし、

議会が止めたというのも角の立つのも嫌やし、

ええ施策というのはどこかに副作用も来ると

思うんです。だから、そのときの時代の背景

というのは、今は右肩上がっていると思うん

ですけども、財源がなくなったから終わりま

すってそんな不細工なこと言えれへんと思う

んで、その辺は農家を育てる、農家に喜んで

もらう、やっぱり育てる部分というのを農振

条例が機能できるように、これが配慮してほ

しいと思うんですけど、その点についてのお

約束というかお気持ちだけ、議事録にお願い

いたします。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えします。 

 今、実際にちょっと予算が上がり過ぎてき

たなということで、これも反省は当初予算が

低過ぎたと。本来もう少し高く組んどいてや

っとくべきやったものを、去年の実績よりも

低く組んであるという財源的な問題。予算を

組むのに必要な状況もあったんで、そういう

部分もあるんで、この議会が終わりましたら、

一旦ふるさと便についての協議をもう一度や

ります。これから本当に逆に熱帯化によって、

柿もどんどん後ろへ来ているんですよね、色

づきが遅くなって。そうなってくると、今年

は柿の値段、だいたい1.1倍ぐらいで単価がつ

いたんですけど、ひょっとしたら来年はもっ

と下がるかもわからんという、市場の状況に

よってどうなるか分からん。今まではどちら

かというと最初高くて、冬柿になったら相当

低くなってきたという事情があって、田中議

員が言われた、逆に下手に高く売ることは、

その時期によっては難しい問題も実はあって、

へら竿と違って柿というのは市場単価という

のに大きく左右されるんで、そういう問題も

あって、今後どこまで行けるかという一定の

予算のラインを示そうかなと思っていまして、

例えば期間を短くするとか、使い過ぎている

ところは抑えてもらうとか、ちょっと見直し

をしていきたいとは思っています。 

 ただ、農業振興条例の中でこれが一番、農

業を続けてもらうには一番の効果があって、

作ったものが現金で返ってくるということは、

非常にお金が入ってくるということで、肥料

代も上がっているというふうなことを考える

と、やっぱりできるだけ農家にもお金ができ

るような仕組みというのを考えてあげないと
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いけないのかなと。農地を広げても、今の段

階でどこまで広がるかというのは非常に不透

明ですし、そういう中で一番いいのが、一番

の有効策がこれかなと思っていますし、岡議

員の言われたＢ級品も、今ＥＣのポケットマ

ルシェというところで柿がすごく順調に消化

してて、市でつくるかどうかはまた改めて考

えますけど、そういう民間の力も活用しなが

ら広げていければなというふうに思っていま

す。 

 ただ、財源の限界というのもありますし、

現実にふるさと納税の部分を、逆に言うたら

ここまでに抑えて、あとは一般財源、農業施

策としてやっていくという考え方も必要で、

ふるさと納税は三つの事業を主体に使ってい

くということになっているんで、そこは子育

て支援に充てたり、企業のほうに回したり、

いろいろしていかなあかんなとは今思ってい

るんで、この12月が終わりましたら早急に予

算編成に入りますので、その辺のほうにして

いきたいと。 

 ただ、行政で費用対効果を求められても、

なかなか費用と効果が合わんという問題もあ

ります。例えばコミュニティバス。昔の行革

全盛期やったら、恐らくもう止めれよという

話に、こんな無駄な乗ってくれへんのにって。

逆に、最近やっとコミバスも乗車してくれる

人、あるいは予約のやつもちょっと増えてき

たんで、今後どうしていくかというのも検討

対象に、そこにお金をどれだけ入れるかとい

う財政のバランスも考えながら見直していき

ますので、またご理解よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）市長、ありがとうござ

います。行政が出てくると費用対効果を求め

ていないのは、僕もよく分かっとるんです。

僕が今、発した費用対効果というのは、農業

者がもうかるために、岡本喜好議員のやつな

んですけど、安い産品を1,500円で売るんじゃ

なくて、5,000円の品を二個一にするとか、そ

れでもうちょっと活性化してほしいという意

味の費用対効果を生産者に仰ぐというか、頑

張ってもらうという意味のあれで、行政は費

用対効果ではなくてほとんどが最後のとりで

になっとる部分もあるんで、それは市長のご

判断でやっていただいたらええと思うんです。 

 あとは緩やかな説明ですね。いずれなくな

ってくるかもしれへん自立というのが、官か

ら民へと言われとるんであれば緩やかな説明

というか、ある日突然ぴたっと、わしゃ聞い

てないよとか、そういう話にならんようにだ

けしたってほしいと。若い農家はデジタルで

すけど、やっぱりええものを作るおいちゃん

ほどアナログなんで、職員の説明というのが

要ると思うんでね。そこがデジタル庁ができ

たらアナログ庁も要るやないかみたいな、ア

ナログ課が市に要るやないかとか、そういう

膝を突き合わして話をするような、農林振興

課職員はそういう人らが多いので大丈夫やと

は思うんですけど、その辺の確認をしたいだ

けなんで、よろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）ほかに。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）二点ほどお伺いという

か確認させていただきたいんですけども。農

家さんからお話を伺って、ホームページのほ

うに１月31日に予算終了次第終わりますと、

なくなり次第終わりますと明記されてて、要

は予算がなくなったら終わりですよねという

中で、今、青天井ですよという話だったので、

もしそこはそういう方向性で考えられている

なら、どんどん予算をつけていきますという

話であれば、そこの表記というのは農家さん

に誤解を招くことになっていますので、削除

していただいたほうがいいのかなと。本当に

終わるつもりなら書いていただいたらいいん
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ですけども、そこが一点。 

 今回の質問でもあったんですけども、Ｂ級

品、Ｃ級品、要は市場で売れないものをふる

さと便で送るという話だと、先ほどの費用対

効果の話だとなかなか難しいんですけども、

そういう目的であったら、個別の場所で言っ

たら申し訳ないですけど、やっちょん広場だ

と、2,200円とか2,000円以上のものは贈答品

でふるさと便を使えますと。しかしながら、

家庭用のまさに1,000円、1,300円でＢ級品と

いうか、すぐ帰って食べてくださいよみたい

なものについて本来はふるさと便を使うため

の目的のふるさと便なのに、そこには使えな

いんですよね、あそこの場所だと。要は贈答

品だけ使えますと。そういうふうな制約を課

していることに関して、何か目的と少し違っ

た使い方になっているのかなと私は思うんで

すけれども、先ほどの説明とそこの使い方、

最終的にこういうものに使ってほしいという

ことを条件づけというのはされているのでし

ょうか。そこをお伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず予算のこ

とについてですが、農産物というのは４月か

らいろいろ作っていく中で、本市ですと桃が

ありブドウがあり、それから今ひらたねがあ

って、冬柿が繁忙期ということが継続してい

る中で、農産物によって例えば予算を執行状

況を管理していくとなると、農家の方にとっ

て柿農家だけが予算が足らんかったらやめて

しまわなあかんのかというようなことが起こ

り得る可能性があるので、実際、今回補正等

を上げさせてもらって対応をしています。た

だ、議員が言われたように、予算というふう

に最初から出しとくんやったら、そのことに

ついてはきっちりともう一度議論しながら、

表示というんですか、周知について考えたい

なというふうに思っています。 

 それから、やっちょん広場という話があり

ましたが、あそこで送ってはならないという

ことではなくて、Ｂ級品等については送ると、

若干やっぱり傷みが早い等もあって、贈答用

には向かないよというような表示であんなふ

うにされているんやというふうに私は理解し

ています。ふるさと便自体の制度としてば、

橋本市で作った農産物や加工品を送るという

ことであるので、実際そういうことを前提に、

例えばＢ級品であってもインターネット販売

等で農家の方は、それを相手方に承知の上で

送るということはやられていますので、全て

の農産物が送れるという制度というふうに私

たちは考えています。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）実際、私はやっちょん

広場でそういう言い方はされずに、「傷みます

よ。傷みますけど、いいですか」、私は「いい

です。いいので、ふるさと便でいいですか」

と言うと、「これはふるさと便には対応してい

ません」というふうな説明を受けたんですね。

だから、そういうふうに運用をされている事

業者がいるということは、そもそもの市の目

的を理解してないという言い方、考え方でよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）やっちょん広

場の方針として、市の考えとは別にいいもの

を送っていただきたいという気持ちで、そう

いうふうになられている可能性はあります。

改めて確認をさせていただいて、そういった

ことがある場合、きっちりと取り組んでいた

だけるように指導なり、アドバイスをしたい

というふうに思っています。私が現場で確認

をしたところ、「これを送られてしまうと、相

手の人、これ、腐っとるやないかというふう

なことになり得るんで、そういったことがな

いようにしたいと思っている」というのは、
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現場でのお話はありました。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、６款、

７款を終わります。 

 次に、８款土木費、９款消防費、33ページ

から38ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、８款、

９款を終わります。 

 次に、10款教育費、11款災害復旧費、37ペ

ージから42ページまで、質疑ありませんか。 

 14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）ありがとうございます。

11款の災害復旧費についてなんですけれども、

農地農業用の施設の災害復旧に要する経費と

いうことで、６月２日の台風による被害とい

うことへの対応、日々ご尽力いただいている

ことは本当にありがたいなと思います。これ

から農閑期に入るんですけれども、年を明け

て農繁期に入っていきますと、本格的にまた

来年度の農作業が始まるということになるか

と思います。今回、農地12件、それから農業

用施設３件についての災害復旧費ということ

だと思うんですけれども、今後、６月の台風

は大きな被害がありましたので、まだ災害復

旧に要する経費、また作業があると思うんで

すけども、その辺の状況というのを若干教え

てもらえればなというふうに思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）説明させていただ

きます。 

 今回計上させていただいておりますのは、

今ご指摘がありましたように農地12件、農業

用施設３件の復旧に必要な事業費というよう

な形で要求させていただいておりますが、全

体で災害の査定の予定件数で言いますと64件、

工区数で言いますと83件ありまして、現在、

今12月中頃、下旬ぐらいまでまだ査定を受け

ているというような状況になっております。

全体の事業費としましては、まだ確定はして

おりませんが、約１億5,000万円ぐらいになる

見込みではないかと思っております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）今、部長の答弁を聞き

まして、おっしゃったんか分かりませんのや

けど、現在、復旧に残している箇所、どれく

らいあるんですかということでお聞きしたい

んです。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）今年度の災害は非

常に多くの件数が発生しまして、まだ実施設

計まで至っておりません。現在、農林水産省

の査定といいまして、被災状況の国の補助金

をもらうための申請からの確認といいますか、

のような状況で、それが終わって今回一部予

算計上をさせていただいとるんですけど、終

わったものから順次発注していきたいという

ような形で、今後の復旧となります。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）42ページ、3322県立体

育館の要する経費、ちょっと説明を下さい。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）42ページ、県立体

育館の経費の件ですけれども、まず燃料費に

つきまして、今後の購入予定といたしまして、

単価159円50銭のものを１万2,000ℓ購入する

必要があるということで、191万4,000円の計

上をさせていただいておるところです。電気

代につきましては、今の予算残が約1,570万円

になっておりまして、９月、３月の必要見込

使用料、それから金額を算定いたしまして、

その差額となります242万3,000円を予算計上

させていただいているところです。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 
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○９番（堀内和久君）議長、一応答弁もれと

いうことでいいですか。 

○議長（森下伸吾君）はい。 

○９番（堀内和久君）２回目聞くことはない

と思うんですけど。僕、あまり賢くないので

意味が分かれへんのですけど、もうちょっと

分かるように教えていただけますか。僕の聞

き方がおかしいんでしょうか。これ、価格高

騰で在庫を持つとか、そういう意味の燃料で、

価格高騰でこれから電気代がこれぐらいオー

バーするであろうから、先にこれぐらい計上

しとくんだという意味なんですかね。ほんな

ら、燃料のほうはどんな感じ、預かりとか、

どこに置いとくんかとか、そういうのも分か

らないんで勉強させていただきたいんですけ

ど、これ、答弁もれで使っていいですか。 

○議長（森下伸吾君）はい。もう少し詳しく。 

 教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）申し訳ございませ

ん。燃料費は灯油のほうになるんですけれど

も、今後、必要になる見込みを出していると

ころなんですけれども、10月から３月までの

ところで灯油のほうの必要見込みが約１万

2,000ℓ必要になるということで、その分、経

費が191万4,000円必要になります。当初の予

算よりも、今後、燃料費の高騰によりまして

補正が必要になって計上させていただくもの

でございます。 

 そして、電気代につきましては、９月から

３月の必要見込使用料、金額を算定しまして、

使用料としましては52万6,845kW、そして電気

代につきましては34.4円を想定し、1,812万

3,468円が必要になると算定してございます。

その算定額に対しまして現予算の残額約

1,570万円を差し引きいたしまして、不足が

242万2,000円必要になると見込んでおりまし

て、電気代の不足額を予算計上させていただ

くものでございます。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）すいません。灯油

のほうにつきましては夏場、今年の夏も非常

に暑かったので冷房にも使い、その消費が多

かったために燃料費の不足が必要になってく

るものでございます。 

○議長（森下伸吾君）冷暖房用で使うもので

よろしいんですね、燃料代は。冷暖房用とい

うことでよろしいですか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）２回目の質問です。だ

いたい分かりました。細かいことは当局にち

ゃんと聞きに行きます。足らんから買い足さ

なあかんというような旨やというのはだいた

い分かりました。詳細はまた、教育委員会の

生涯学習課課長か補佐に聞きに行きます。あ

りがとうございます。結構です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、歳出

を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。 

 ５ページをお開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、歳入

を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）44ページをお願いしま

す。退職手当のところです。補正前は1,500

万円、これ、当初予算のときに、定年退職は

ゼロで自己都合退職の予算ですという説明が

ありました。今回、２億6,961万8,000円、総

務費と教育委員会と両方足してこの金額にな

っておりました。でいいますと、最終的に何
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人分の退職手当なのか教えてください。 

 それともう一つは、49、50の窓口業務等ア

ウトソーシングの委託なんですけれども、説

明書のほうでこの内訳、令和６年、令和７年、

令和８年度分は書いてあるんですけれども、

９月議会の総務経済委員会の資料によると、

アウトソーシングの経費として令和６年度か

ら令和９年度で１億4,152万5,000円というふ

うな見積りの資料がありました。これと全然

金額が違うので、その辺の説明をお願いしま

す。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）まず、退職

手当のところからご説明申し上げます。 

 議員おただしのように、令和５年度当初予

算におきましては、昨年の９月議会でご審議

いただきました定年延長の件がございまして、

本年は定年がないんですけれども、過去の実

績において自己都合退職などを見込みまして、

1,500万円の当初予算を組ませていただきま

した。現在、この２億6,900万円余りの退職手

当につきましては16名分を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）ご質問にお答えし

ます。 

 後段の窓口業務のアウトソーシングの件に

つきましてお答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては、９月の総務経済委

員会のほうでご説明させていただきました金

額とこの数字が違いますのは、今回の議案に

つきましては説明させていただいた窓口業務

のアウトソーシングに加えて、今現在やって

おります庁舎と保健福祉センター、それから

教育文化会館等の実はアウトソーシングとい

うのを既にやっているんですけども、これを

同時に発注させていただくことによってより

スケールメリットが働くということで、そち

らの経費も中に合わせて計上させていただい

たので、金額的に説明させていただいた分よ

りも上がっておる、そういうふうな状況にな

っております。 

 具体的に言いますと、今回、窓口業務のア

ウトソーシングで計上させていただいた分に

つきましては、総務経済委員会で説明させて

いただいた市民課、産業振興課、税務課、総

務課の事務といたしまして、令和６年度の中

には916万3,000円、令和７年度の中には4,130

万5,000円、令和８年度には4,524万5,200円と

いう形で、この中に入っているというような

状況になっております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）まず退職のほうで言っ

たら、16名分を見込んでいますということで

すけど、要するに16名の退職が既に決まって

いるということでよろしいでしょうか。16名

として、そのうち定年延長はしているけれど

も、60歳で退職される方は何人なのか教えて

ください。 

 それとアウトソーシングのほうで言えば、

ということは、今までからほかのところでア

ウトソーシングしている費用を含めてこの金

額だという説明だったんですけれども、かな

りの金額を既に、要するに出しているという

ことになるんですかね。今までからもう既に

やっていて、それを今回まとめて出したから

こんだけの金額の差があるということでいい

んですね。その確認とお願いします。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）退職手当の

ことなんですけれども、先ほど申し上げたよ

うに、本年度、定年退職という枠の中での退

職者はおりません。ただ、60歳に到達して退

職するという職員は４名おります。実際、う

ち１名は退職しております。 
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○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）後段についてお答

えします。 

 阪本議員おただしのとおりになっているん

ですが、基本、今のところ本庁舎の総合管理

ですとか、保健福祉センターの管理、それか

ら教育文化会館の清掃業務というのは既にア

ウトソーシングしているような状況になって

おります。これを今回の窓口業務のアウトソ

ーシングと合わせて発注させていただくとい

うような予算になっております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）同じく49ページのアウ

トソーシングのとこなんですけども、９月の

総務経済委員会でいろいろ教えてもらっては

あるんですけれども、確認しておきたいのが、

まずアウトソーシングで職員何人分ぐらいあ

るんやろうと。額が結構大きいし、いろんな

ものが積み重なっているとはいえ。あと、説

明を見たら金額競争ではないというふうに書

かれておるんやけど、市民へのメリットって

どういうところがあるんかな。まずそこもお

伺いしたい。 

 あと、正職員の配置が今後どうなっていく

んかという部分。そのことによって新規採用

が極端に減ったりせえへんよなという。将来

的にはそうなる可能性はあるにせよ、たちま

ち極端に減らしたりとかという、そういった

ところまで考えられているのか、説明をお願

いします。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）ご質問にお答えし

ます。 

 まず、このアウトソーシングの金額の中に

入っている人員なんですが、こちらは23名分

ということになっております。一方で、アウ

トソーシングによって、担当課のほうからい

ずれアウトソーシングに変わった暁には、担

当課のほうがいなくなるというんですかね、

異動する人数なんですが、こちらは正職員で

６名、会計年度任用職員で13名、合計19人が

減るということなっております。なので、19

人減るけども23人増えるというような今回の

業務となっております。 

 あと、配置、新規採用が急に極端に減れへ

んのかというようなおただしなんですけども、

こちらにつきましては、今回アウトソーシン

グしたからといって急にその19人を各課のほ

うから抜いてということにはなりませんで、

移行期間ということで一旦人数がダブるんで

すが、半年から１年ぐらいかけて体制整備し

ていこうかなというふうには考えております。 

 もう一つ、市民にどういうメリットがある

のかというおただしなんですけども、アウト

ソーシングすることによって、例えば繁忙期

ですね、閑散期と繁忙期、繁忙期はすごく忙

しいけども閑散期はお客さまがあまり来ない

という状況であれば、当然、繁忙期に職員を

増強したいというところがございます。委託

すればそういうところも対応していける。そ

れから、職員の異動によって４月当初にお客

さまが訪れたときに、「替わってきたばっかり

で分からんのや」というようなところが、ノ

ウハウを蓄積することによってなくなる。ほ

かにもいろいろあるんですけども、そういっ

たところが考えられると思っております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。

半年か１年ぐらいは残ってくれて引継ぎをし

てということですね。となった場合に、その

方々が今、人が少ないとかいろいろ話がある

んやけれども、張りつけていけるということ

なのかなと思います。 
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 あと、総務経済委員会のときやったかな、

説明を見とったら、地元採用できる業者を選

びたいんや的に書かれていたんやけど、そう

いうのってうたって大丈夫なのかなという、

独禁法に引っかかれへんかとか、そういった

ところが気になるんですけれども、いかがで

すか。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）ご質問にお答えし

ます。 

 当然、そういうことを業者にも強いるとい

う形になりますと、恐らく人事権介入とか、

ひょっとしたら偽装請負の件になって法令違

反になるとかという件になってきます。今回

の件は市で独自に始めたことではございませ

んで、他市の状況とか事例とかを確認しなが

ら今進めているような状況なんですけども、

例えば努力目標としてそういうのを仕様等と

いうものに盛り込んだりするというようなこ

とは考えられると考えていますので、契約の

ところで微妙なところはあると思いますので、

今後、コンプライアンスには十分気をつけて

発注していきたいというふうには考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第１号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

〔５番（阪本久代君）登壇〕 

○５番（阪本久代君）今回の補正予算につい

て、窓口業務等アウトソーシング委託という

ところがどうしても納得ができないので、こ

の点で反対をいたします。 

 一応、市民課、税務課とかの窓口業務とい

うことではありますけれども、先日の総合政

策部長のご答弁の中で、カウンターで中がい

ろいろと市民の個人情報がたくさんあるとい

うふうに意識しているというお話もありまし

た。窓口とはいえ、やはり市民のいろいろな

個人情報を取り扱う部門でありますので、そ

の辺を外部に委託するというところでは大変

心配というか不安がありますので、アウトソ

ーシングの委託について反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 令和５年度橋本市一

般会計補正予算（第７号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（森下伸吾君）起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 この際、11時20分まで休憩をいたします。 

（午前11時８分 休憩） 

                     

（午前11時20分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会
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議を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第27 議案第２号 令和５年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第27 議案第２号 

令和５年度橋本市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 令和５年度橋本市国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第28 議案第３号 令和５年度橋本市

農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第28 議案第３号 

令和５年度橋本市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第３号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 令和５年度橋本市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第29 議案第４号 令和５年度橋本市
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介護保険特別会計補正予算（第

３号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第29 議案第４号 

令和５年度橋本市介護保険特別会計補正予算

（第３号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第４号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第４号 令和５年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第３号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第30 議案第５号 令和５年度橋本市

後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第30 議案第５号 

令和５年度橋本市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第５号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第５号 令和５年度橋本市後

期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第31 議案第６号 令和５年度橋本市

工業団地造成事業特別会計補正

予算（第３号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第32 議案第６号 

令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計

補正予算（第３号）について を議題といた
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します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第６号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第６号 令和５年度橋本市工

業団地造成事業特別会計補正予算（第３号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第32 議案第７号 令和５年度橋本市

水道事業会計補正予算（第２号）

について 

○議長（森下伸吾君）日程第32 議案第７号 

令和５年度橋本市水道事業会計補正予算（第

２号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第７号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第７号 令和５年度橋本市水

道事業会計補正予算（第２号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第33 議案第８号 令和５年度橋本市

下水道事業会計補正予算（第２

号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第33 議案第８号 

令和５年度橋本市下水道事業会計補正予算

（第２号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、
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質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第８号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第８号 令和５年度橋本市下

水道事業会計補正予算（第２号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第34 議案第９号 令和５年度橋本市

病院事業会計補正予算（第３号）

について 

○議長（森下伸吾君）日程第34 議案第９号 

令和５年度橋本市病院事業会計補正予算（第

３号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第９号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第９号 令和５年度橋本市病

院事業会計補正予算（第３号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第35 議案第20号 工事請負契約の締

結について 

○議長（森下伸吾君）日程第35 議案第20号 

工事請負契約の締結について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第20号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの



－213－ 

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第20号 工事請負契約の締結

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第36 議案第21号 物品購入契約（単

価）の締結について 

○議長（森下伸吾君）日程第36 議案第21号 

物品購入契約（単価）の締結について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 岡本君。 

○11番（岡本安弘君）それでは、四点ほど端

的にお伺いいたします。 

 物品購入契約の締結後に、個数が約１万

5,000台なんですけど、納入の時期と、それと

市民の皆さんへの配布方法、そして、もし使

い方が分からない方への対応、そして、故障

なんかがあってはいけませんので、試験運用

について、この四点をお伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）ただ今のご質問

についてお答えをいたします。 

 今回の議案を可決いただいたといたします

と、この後、直ちに発注作業に入ります。製

品を納品いただくまでに概ね半年程度かかり

ますので、来年度の５月、６月ぐらいから順

次納品になろうかと思います。 

 住民の皆さま方への配布につきましては、

この後、住民の皆さま方に全世帯に対しまし

て、要・不要のアンケートを実施したいと思

っております。必要な方に対しまして、順次

お配りしていくというふうになります。 

 あと、それから試験運用ですけれども、地

域は決めておりませんけれども、納品時期が

６月ぐらいからとなりますので、その時期を

めどに一定のエリアで試験運転を一旦したい

と。それで不具合があるかどうかを確認しま

して、本格運用は来年度の後半10月以降。10

月をめどに本格運用に移っていきたいと、そ

のように考えております。 

 万が一、使い方等々が分からない場合は、

コールセンターを設けておりますので、そち

らをご案内したいと。戸別受信機にもコール

センターのことはシール等々で明記しており

ますので、対応できるかと、このように考え

ております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）一点だけ。さっき、僕

が聞き間違えていたら、すいません。要・不

要のアンケートというのが、そのアンケート

の答えの返ってきた数の必要やという数と購

入する数と、ほぼほぼイコールになればいい

んですけど、そこにすごい差が出た場合とい

うのはどんなふうなお考えなのかだけ教えて

ください。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）今回、これは単

価契約ということで契約をする予定としてお

ります。ですので、一旦ここに書かせていた

だいている数字、員数は、少なくとも今回こ

れぐらいの第１弾の発注ということで書かせ

ていただいております。アンケートを踏まえ
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て、不足するということは当然考えておりま

すので、アンケートの返り具合を見た中で随

時発注して順次、備えたいというふうに思っ

ております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 13番 田中君。 

○13番（田中和仁君）同じ場所です。戸別受

信機につきまして、住民でいらっしゃらない

というか、住民票をお持ちでない方について

は全く頂けないものでしょうか。頂けるんで

したらどのような形で周知されるんでしょう

か。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）基本的には住民

票のある世帯を対象にしております。ない方

でご希望があれば、有料になりますけれども、

有償配布ということは対応していきたいと思

っております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）これ、配布は全てアン

ケートで対応ということなんですけども、例

えば区長とか民生委員とか、ある一定の役職

とかに就かれている方に交付ということであ

るとか、もしくは、これは単年度で買うんで

すけども、来年度以降とかずっと転入される

方がいるんですけども、そういう方に対する

配布用の予備としての購入数、もしくは、配

布した人で転出される方からは回収をするの

かしないのか。そういった長い目で見たとき

の運用について、お答えをよろしくお願いい

たします。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）まず、例えば自

治会の方に対しましてですけれども、集会所

等々がございますので、そういった形のとこ

ろにはお分けするということで考えています。 

 また、それからこれは貸与でございますの

で、基本的には転出されるときにはお返しい

ただくということを前提にしておりますが、

あまり100％回収というのは難しいかなとい

うふうに考えております。 

 転入される方につきましては、一旦住民票

転入で市民課の窓口に来られると思いますの

で、事務手続きであちこち回っていただける

と思いますので、その関係で危機管理室にも

ご案内いただいて、その上で説明をして交付

したいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第21号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第21号 物品購入契約（単価）

の締結について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第37 議案第22号 物品購入契約の締
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結について 

○議長（森下伸吾君）日程第37 議案第22号 

物品購入契約の締結について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）参考資料とかを見せて

いただいたら、いろんな地域にカメラが設置

されるんですけれども、議案を見たらＩｏＴ

を活用したというふうに書かれていますので、

これはライブカメラか何かで誰でも見れるよ

うな形のカメラになるというふうに考えてい

いんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）今回、契約締結

を予定しておりますイートラスト社の製品で

すけれども、ＩｏＴということでインターネ

ット経由で、カメラ側からクラウドを通じて

こちらに状況が伝わります。逆にまたクラウ

ドを通じてこちらからカメラへの遠隔操作、

こういったこともできる双方向のカメラでご

ざいます。当然、住民の皆さま方にも現状を

お伝えする、そういうシステムも兼ね備えて

おる、そんなシステムでございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第22号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第22号 物品購入契約の締結

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第38 議案第23号 工事請負変更契約

の締結について 

○議長（森下伸吾君）日程第38 議案第23号 

工事請負変更契約の締結について を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第23号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 
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 これより議案第23号 工事請負変更契約の

締結について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第39 議案第24号 財産の譲与につい

て 

○議長（森下伸吾君）日程第39 議案第24号 

財産の譲与について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第24号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第24号 財産の譲与について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第40 議案第25号 和歌山県市町村総

合事務組合を組織する地方公共

団体数の減少及び和歌山県市町

村総合事務組合規約の変更につ

いて 

○議長（森下伸吾君）日程第40 議案第25号 

和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体数の減少及び和歌山県市町村総合事

務組合規約の変更について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第25号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第25号 和歌山県市町村総合

事務組合を組織する地方公共団体数の減少及

び和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの
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で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第41 議案第26号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（森下伸吾君）日程第41 議案第26号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第26号に

ついては、文教厚生建設委員会に付託いたし

ます。 

                     

 日程第42 議案第27号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（森下伸吾君）日程第42 議案第27号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第27号に

ついては、文教厚生建設委員会に付託いたし

ます。 

                     

 日程第43 議案第28号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（森下伸吾君）日程第43 議案第28号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第28号に

ついては、総務経済委員会に付託いたします。 

                     

 日程第44 議案第29号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（森下伸吾君）日程第44 議案第29号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第29号に

ついては、総務経済委員会に付託いたします。 

                     

○議長（森下伸吾君）以上で本日の日程は終

わりました。 

 お諮りいたします。 

 明12月８日から14日までの７日間は、委員

会審査等のため休会とし、12月15日午前９時

30分から会議を開くことにいたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

（午前11時43分 散会） 
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